[bookmark: _swtj3mdar4aw]オルソケラトロジーレンズ貸与契約書

**●●クリニック（以下「甲」という。）**と、**患者（以下「乙」という。）**は、オルソケラトロジーレンズ（以下「本レンズ」という。）の貸与に関し、以下のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _hdlf8lfq85t2]第1条（目的）
本契約は、甲が乙に対し、本レンズを貸与し、乙が適切に使用・管理・返還するための条件を定め、双方の権利義務を明確にすることを目的とする。

[bookmark: _5sk73g1rldq9]第2条（貸与物）
1. 甲は乙に対し、診療上必要と判断した本レンズを貸与する。
2. 貸与される本レンズの種類、度数、製造番号その他必要事項は別紙又はカルテ等に記録する。
3. 本レンズの所有権は、契約期間中および契約終了後も甲又は甲が指定する供給元に帰属する。

[bookmark: _hc78ocshgl7]第3条（貸与期間）
1. 貸与期間は、本レンズ交付日から返還日までとする。
2. 貸与期間中であっても、甲は診療上必要と判断した場合には貸与を終了できる。
3. 契約終了時には、乙は速やかに本レンズを返還しなければならない。

[bookmark: _bgzq1bqhs73z]第4条（貸与料等）
1. 本レンズの貸与に関する費用は、別途甲が定める料金表による。
2. 貸与料には診察料、検査料、ケア用品その他の費用は含まれない場合がある。
3. 支払済みの費用は、法令又は甲が別途定める場合を除き返金しない。

[bookmark: _x8iotnwh7zvu]第5条（乙の使用義務）
乙は次の事項を遵守しなければならない。
(1) 医師の指示どおりに装用すること
(2) 指定された洗浄・消毒方法を守ること
(3) 定期検査を受診すること
(4) 異常を感じた場合は直ちに使用を中止し受診すること
(5) 第三者へ貸与・譲渡しないこと
(6) 本来の用途以外に使用しないこと

[bookmark: _ews6h7d4fwu4]第6条（保管管理）
1. 乙は善良な管理者の注意をもって本レンズを保管する。
2. 高温、多湿、薬品等により品質を損なう恐れのある場所で保管してはならない。
3. ケースについても衛生的に管理する。

[bookmark: _ccfkaqb47cq4]第7条（禁止事項）
乙は次の行為を行ってはならない。
(1) 改造又は加工
(2) 他人への貸与・譲渡
(3) 転売
(4) 医師の指示に反する使用
(5) その他本レンズの適切な利用を妨げる行為

[bookmark: _yq9g1flwk312]第8条（紛失・破損）
1. 紛失又は著しい破損が生じた場合、乙は直ちに甲へ連絡する。
2. 故意又は重大な過失による紛失・破損については、乙は再作製費その他実費を負担する場合がある。
3. 通常使用による経年劣化についてはこの限りではない。

[bookmark: _msapjosli19e]第9条（交換）
甲は次の場合、本レンズの交換又は貸与終了を判断できる。
(1) レンズが適合しない場合
(2) 度数変更が必要となった場合
(3) 医学的理由がある場合
(4) レンズの品質維持が困難となった場合

[bookmark: _i7jmu53nynga]第10条（定期受診）
1. 乙は甲が指定する受診日に来院する。
2. 正当な理由なく長期間受診しない場合、甲は貸与を終了できる。
3. 必要な検査を拒否した場合も同様とする。

[bookmark: _wba9sg7uv1ad]第11条（貸与終了）
甲は次のいずれかの場合、本契約を終了できる。
(1) 治療終了
(2) 医学的に装用継続が不適当
(3) 本契約違反
(4) 費用未払い
(5) その他貸与継続が困難な場合

[bookmark: _jixptbrcm0fa]第12条（返還）
1. 契約終了時には本レンズ及び付属品を返還する。
2. 返還時には甲が状態を確認する。
3. 返還できない場合には乙は速やかに申し出る。

[bookmark: _oum8dusuzgce]第13条（免責）
1. 医師の指示に反した使用による損害について、甲は責任を負わない。
2. 不適切な洗浄、管理又は自己判断による装用で生じた障害についても同様とする。
3. オルソケラトロジー治療には感染症、角膜障害、視力変動その他医学的リスクがあることを乙は理解する。

[bookmark: _9zwcqnboudu4]第14条（個人情報）
甲は取得した個人情報を法令及び個人情報保護方針に従い適切に取り扱う。

[bookmark: _2seddvf8u8j]第15条（契約内容の変更）
法令改正、医療技術の進歩その他必要がある場合、甲は契約内容を変更できる。この場合、乙へ適切な方法で通知する。

[bookmark: _qpyvca8d4dwv]第16条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、甲乙協議の上、誠実に解決する。

[bookmark: _pbxy82dzc9xk]第17条（合意管轄）
本契約に関する紛争については、甲の所在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

[bookmark: _rc9618yqun8z]第18条（契約締結）
本契約の成立を証するため、本書を作成し、甲乙それぞれ署名又は記名押印する。

[bookmark: _3518zl6z5vnh]【貸与レンズ情報】
貸与日：　　　年　　　月　　　日
返還予定日：　　　年　　　月　　　日
メーカー：
製品名：
右眼シリアル番号：
左眼シリアル番号：
備考：
[bookmark: _9hawejt9t9pe]
[bookmark: _ubtl598t0nzg]【署名欄】
甲（医療機関）
医療機関名：

所在地：

医師名：

署名又は押印：

乙（患者）
氏名：

住所：

電話番号：

署名：

保護者署名（未成年の場合）：

